
ソマリア難民

回診⑩厘印綬荷前贈綬

1
0
カ
国
の
医
療
団
、
す
で
に
活
躍
中
な
の
に

　
内
戦
と
飢
餓
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
救
う

た
め
、
学
生
や
社
会
人
で
組
織
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ジ

ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
チ
ー
ム
」
　
（
本
部
・
東
京

都
尨
区
、
登
録
会
員
約
四
百
人
）
が
昨
年
末
、
ソ
マ
リ
ア
入

り
し
た
。
現
地
に
は
西
欧
各
国
か
ら
民
間
医
療
団
が
来
て
い

た
が
、
日
本
か
ら
は
ゼ
ロ
。
問
チ
ー
ム
か
ら
「
現
地
の
難
民

に
、
日
本
か
ら
一
刻
も
早
く
医
師
と
看
護
婦
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
た
」
と
日
本
の
本
部
に
緊
急
支
援
の
連
絡
が
入

っ
た
。
湾
岸
戦
争
か
ら
二
年
た
ち
、
イ
ラ
ク
は
再
び
戦
火
に

包
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
年
間
、
民
間
ペ
ー
ス
の
国
際
貢

献
が
叫
ぱ
れ
な
が
ら
、
日
本
の
支
援
態
勢
は
ス
タ
ー
ト
が
遅

い
。

　
現
地
入
り
の
竹
友
さ
ん
か
ら
便
り

　
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
・
チ
ー
ム
（
日
本
緊
急
援

助
隊
）
は
六
年
前
の
米
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
地
震
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。
ソ
マ

リ
ア
難
民
救
援
で
は
昨
年
十
二

月
三
十
日
、
同
チ
ー
ム
の
竹
友

有
二
さ
ん
（
二
六
）
が
ケ
ニ
ア
経
由

で
南
部
の
都
市
キ
ス
マ
ー
ョ
に

入
り
、
他
国
か
ら
来
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
合
流
、
四
日
間

に
わ
た
っ
て
食
稲
配
給
な
ど
を

見
て
回
っ
た
。

　
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
竹
友

さ
ん
は
「
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

英
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
約

十
力
国
か
ら
来
た
百
人
近
い
医

療
団
が
良
種
配
給
チ
ー
ム
と
と

も
に
四
十
ヵ
所
近
い
村
を
巡
回

し
て
い
る
。
日
本
か
ら
は
だ
れ

も
来
て
い
な
い
。
な
ぜ
日
本
か

ら
医
師
と
看
護
婦
が
来
な
い
の

か
と
聞
か
れ
、
情
け
な
い
思
い

を
し
た
」
と
本
部
に
リ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
。

　
国
際
電
話
で
竹
友
さ
ん
は

「
近
く
の
村
を
回
っ
た
と
こ
ろ
、

マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
ん
で
い
る
人

や
手
当
て
を
受
け
て
い
な
い
け

が
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
現
地
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の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ま
一

番
必
要
な
の
は
医
師
と
看
護
婦

だ
」
と
訴
え
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
医

師
と
看
護
婦
集
め
に
奔
走
し
て

い
る
同
チ
ー
ム
の
中
央
大
学
四

年
の
西
正
文
さ
ん
ら
は
「
数
人

の
医
師
や
看
護
婦
に
聞
い
た

が
、
み
な
個
人
的
に
は
行
き
た

い
が
、
休
み
が
取
れ
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
私
は
昨
年
秋
の
エ

ジ
プ
ト
地
震
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
行
っ
た
が
、
こ
の
と
き

も
日
本
か
ら
は
私
た
ち
九
人
だ

け
だ
っ
た
。
専
門
技
術
が
な
く

て
も
、
全
額
配
給
な
ど
や
る
こ

ソマリア難民を救うボラン

ティア集めに走る西さん

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
湾
岸
戦

争
以
来
こ
の
二
年
間
、
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
」
と
話
す
。

　
来
月
上
旬
、
約
十
人
が
新
た

に
ソ
マ
リ
ア
ヘ
向
か
う
予
定
の

同
チ
ー
ム
は
現
在
、
医
薬
品
、

粉
ミ
ル
ク
、
栄
錠
剤
、
米
な
ど

の
援
助
物
資
を
確
保
す
る
運
動

を
行
っ
て
い
る
。
「
四
百
人
の

登
録
会
員
で
は
緊
急
時
の
対
応

が
難
し
い
。
千
人
の
登
録
会
員

が
ほ
し
い
」
と
会
員
獲
得
に
も

力
を
入
れ
始
め
た
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
医
師
追
給
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
ソ
マ
リ

ア
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ケ

ニ
ア
や
ジ
ブ
チ
共
和
国
へ
向
け

て
、
医
師
二
人
の
第
一
陣
が
今

月
二
十
三
日
に
日
本
を
た
つ
。

二
月
上
旬
に
い
っ
た
ん
帰
国

し
、
現
状
報
告
の
あ
と
継
続
し

て
医
師
を
送
る
。
第
二
陣
以
降

に
ソ
マ
リ
ア
ヘ
も
行
く
。
ア
フ

リ
カ
教
育
基
金
の
会
も
近
く
、

ソ
マ
リ
ア
で
難
民
用
の
学
校
建

設
に
着
手
す
る
。

　
同
協
議
会
の
事
務
局
を
引
き

受
け
て
い
る
開
業
医
、
小
林
米

幸
さ
ん
（
ぷ
）
は
「
今
回
、
行
く

の
は
大
学
病
院
な
ど
に
勤
め
る

医
師
た
ち
だ
。
個
人
的
に
許
可

を
得
て
行
く
わ
け
だ
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
休
暇
が
制
度
的
に
保

証
さ
れ
て
い
な
い
と
、
い
く
ら

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
」
と

制
度
面
の
条
件
整
備
が
不
可
欠

だ
と
話
し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
・
チ
ー
ム
の
本
部
の
電
話

は
０
３
・
３
４
３
５
・
１
４
７
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